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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子は、Xボックスと呼ばれるプロモーター領域に結合してMHCクラスII遺伝子を制御する転写因子をコードする。この遺伝子産物はbZIPタンパク質であり、T細胞白血病ウイルス1型プロモーターのエンハンサーに結合する細胞転写因子としても同定されている。ウイルス転写活性化因子のDNA結合パートナーとして作用することで、ウイルスタンパク質の発現を増強する可能性がある。小胞体（ER）に折り畳まれていないタンパク質が蓄積すると、この遺伝子のmRNAは、エンドヌクレアーゼであるイノシトール要求酵素1（IRE1）を介した特殊なスプライシング機構によって活性型へと処理されることが明らかになっている。スプライスされたmRNAから26塩基が失われることでフレームシフトが起こり、機能的に活性な転写因子であるアイソフォームXBP1(S)が生成される。スプライスされていないmRNAによってコードされるアイソフォームXBP1(U)は、恒常的にeである。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	XBP1ウサギmAbを用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋マウス脾臓組織の免疫組織化学分析。1、XBP1ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット脾臓組織の免疫組織化学分析。1、XBP1ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4°C、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98°C、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

